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ノ・アルボ (Thoinot Arbeau, 1520-1595) の『オルケゾグラフィ』(1589)である。以降、
18 世紀初頭からヨーロッパ中を席巻したラウール＝オージェ・フイエ (Raoul-Auger 
Feuillet, 1660-1710) の記譜法が生まれる。この時期にいわゆる「振付」という言葉が誕
生した4。フイエののち、19世紀に一時舞踊記譜法が衰退するものの、20世紀には新しい記





































































































































ム (Martha Graham 1894－1991) において発展したモダンダンス技法の原型となった。 
その後、舞踊史はポスト・モダン期を迎える。たとえば、マース・カニングハム (Merce 










































りあげてみよう。「ダンスの言語(Language of Dance, 以下、LOD と表記)」[図 2]はラバ






























































































































































































































































































































































































































































































は立体図形を CGとして浮かび上がらせ[図 4] 、また「自身の身体のポジション」という項
























63 の理論のうち、21 の理論では映像中に CG による軌跡は描かれていない。内訳をみてみ
よう。「線(line)」では 23の理論のうちすべてに CGが用いられている。「描く(writing)」
では 16の理論のうち、15の理論で CGが用いられている。「再編成(reorganizing)」では、
17 の理論のうち 2つの理論で CGが用いられており、「追加(addition)」では、7の理論の
うち 2つの理論で CGが用いられている。特徴的な個所として、「線(line)」および「描く
(writing)」ではほぼすべてに CGが用いられている。それに対し、「再編成(reorganizing)」

























































「線(line)」では 23 のテクニックのうち、2 つのテクニック「ヴォリューム」と「単純
から複雑へ」のテクニックで身体部位を使った説明がなされていない。「描く(writing)」
では 16のテクニックのうち、6つのテクニックで身体部位を使った説明がなされていない。
「再編成(reorganizing)」では、17 のテクニックのうち 5 つのテクニックで身体部位を使
った説明がなされていない。「追加(addition)」では、7のテクニックのうち 2つのテクニ
ックで身体部位を使った説明がなされていない。 






表 3に置いた 15のテクニック中、9つのテクニックで CGが用いられている。そのうち、「線」
の最後に記載してあるテクニックの「単純から複雑へ」は、「線」のカテゴリのまとめに
あたり、基本的な「線」の操作の組み合わせを述べている。よって「単純から複雑へ」を




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































コンの他にもアンリ・ミショ （ーHenri Michaux, 1899-1984）やヴォルス（Wols, 1913-1951）
など、いくつかの絵画が重要な資料となっている。 
３) （壁） 



















































































































































































舞踏譜 動き 図版 
測量する その細い糸を
体に溜める 



















































































































































































































































































































                                                   
1 たとえば、2014 年 5 月 23 日から 24 日にかけて実施された、国際シンポジウム「老いと
踊り」における老いた身体、そしてその身体を保存するアーカイヴの問題などがある。 
2 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館で 2015年 10月 1日から 2016年 1月 31日に開催され
た企画展「Who Dance？ 振付のアクチュアリティ」。 
3 海野敏、曽我麻佐子、平山素子「動作合成システムとタブレット端末を用いた現代舞踊の
創作支援」『デジタルコンテンツ』情報処理学会、2014 年、10-19 頁。 
4 本稿では「振付」を「身体の運動を規定し、創作的に舞踊を表現する作業」と定義する。 
5 例えば、舞踊記譜法については、以下を参照。Ann Hutchinson Guest, Dance Notation : 
the process of recording movement on paper, Dance Horizons, 1984 ; Annie Kloppenberg, 
“Improvisation in process,“Post-Control” Choreography”, Dance Chronicle, 
vol.33, 2010, pp.180-207 ; Sabine Huschka, “Media Bodies : Choreography as  
International Thinking Through in the work of William Forsythe,” Dance Research 














あるいはダンスを記述する技法(Chorégraphie, ou L'art de décrire la dance)』(1700)
における記譜法を経て、ラバン(Rudolf von Laban,1879-1958)の記譜理論に至るまで、
舞踊記譜は大きな広がりをみせた。舞踊記譜法については、以下を参照。Ann Hutchinson 
Guest 1984 (n. 5). ルドルフ・ラバン『身体運動の習得』神澤和夫訳、白水社、1985年。
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も用意している。以下を参照。Lucy Lush, “Special Educational Needs Students and 
Language of Dance” Language on dance center, 2010.  
16 中村美奈子「舞踊記譜法 : 用途、歴史、分類、そして応用」『アート・リサーチ』vol.2、
立命館大学アートリサーチセンター、2002年、89-100頁。 




19 酒向治子「マース・カニングハムのビデオ/フィルム研究」『舞踊学』第 22号、11頁。 
20 同前箇所。 
21 同前箇所。 
22 市川雅『見ることの距離-ダンスの軌跡 1962-1996』新書館、2000年、258頁。 
23 同前箇所。 
24 同前箇所。 
25 1980年にラシドらによって提唱された。以下参照。R. F. Rashid "Toward a System for 
85 
 
                                                                                                                                                     
the Interpretation of Moving Light Display", IEEE Transactions on Pattern Analysis 




28 以下のサイトを参照。http://motionbank.org/(2016年 11月 28日閲覧) 。 
29 モーションキャプチャの最新技術に関しては以下のウェブサイトを参考とした(2016 年


























                                                                                                                                                     
な要因を見出す事も可能である」。 
34 尼ケ崎はフォーサイス、バウシュ(Pina Bausch, 1940-2009)、ケースマイケル(Anne 












37 初演 1987年、フォーサイス振付、シルヴィ・ギエム等出演。女性 6人、男性 3人の舞踊
家がクラシック・バレエのテクニックを基にしながらひたすら舞台上を過激に動き回っ
て踊る作品である。 




























参照。Heidi Gilpin “Aberrations of gravity.” William Forsythe and the practice 











57 「インプロヴィゼーション・テクノロジーズ レクチャーブック」2000年（註 48）、12
頁。 
58  以 下 の 説 明 を 引 用 。 山 口 情 報 芸 術 セ ン タ ー 「 未 来 の ダ ン ス を 創 る 」
http://interlab.ycam.jp/projects/ram(2016年 11月 28日閲覧) 
59 以下のインタビュー動画からの引用。http://interlab.ycam.jp/projects/ram 




http://interlab.ycam.jp/projects/ram/history(2016年 11月 28日閲覧) 
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究会(於京都造形芸術大学 studio21) 2010年 3月 12日の記録より。 
























年 2月 2日号。 




















109 以下を参照。岡本章編『大野一雄・舞踏と生命 大野一雄国際シンポジウム 2007』思潮
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社、2012年。 
110 大野慶人『大野一雄／魂の糧』フィルムアート社、1999年、47頁。 
















115 大野一雄インタビュー、読売新聞、1992年 10 月 15日。 
116 大野一雄「シンポジウム 江口隆哉を語る」『舞踊学』第 17号、1995年、40頁。 
117 同前個所。 
118 同前個所。 
119 大野一雄『大野一雄 稽古の言葉』フィルムアート社、1997年、138頁。 





123 石井達朗・大野一雄インタビュ 『ーアウラを放つ闇』PARCO出版、1993年、299－300頁。 




                                                                                                                                                     





129 『日本映画監督全集』キネマ旬報社、1976 年、286 頁参照。また、大野自身もその著書
の中で同様のことを述べている。 







『Corpus 身体表現批評』第 1号、書苑新社、2007年、44頁。 
133 大野一雄『大野一雄 稽古の言葉』フィルムアート社、1997年、135頁 
134 1977年当時の舞台評は以下を参照。志賀信夫「ラ・アルヘンチーナと大野一雄」『Corpus 
身体表現批評』第 1号、書苑新社、2007年、38－43頁。 
135 大野一雄『大野一雄 稽古の言葉』フィルムアート社、1997年、83頁。 
136 前掲書、194頁。 
137 前掲書、76頁。 
138 立木燁子「大野一雄 百歳 生命の輝きいや増して―大野一雄インタビュー」『Corpus 身
体表現批評』1号、書苑新社、2007年、15頁。 
139 大野一雄『大野一雄 稽古の言葉』フィルムアート社、1997年、170頁。 



























































図 1 ラバノーテーション          図 2 ダンスの言語(Language of Dance) 
 











図 4 ヴォリューム 図 5 自身の身体のポジション 
  
図 6 線を想像する 図 7 回転描出 
  




図 10 『土方巽と日本人―肉体の叛乱』 
首と背筋を伸ばし突っ立ったまま歩みを進
める 




図 12 『土方巽と日本人―肉体の叛乱』 
体を床に横向きにして、足を使い、体を回転
させる 




図 14 『О氏の肖像』 
天を仰ぐように遠くを見つめる大野 







図 16 『О氏の肖像』 
水辺の全景を背景に、ズームアウトで全身
を映す 
図 17 『О氏の肖像』 
何かを求めるように足を進める 
  
図 18 『О氏の肖像』 
両手を天に掲げた大野は歩き回りだす 
図 19 『ラ・アルヘンチーナ頌』 
中央で静かに倒れ伏すと暗転する 
  
図 20 『ラ・アルヘンチーナ頌』 
黒い海水着一枚になって、さらけ出す老い
た大野の体 





図 22 『ラ・アルヘンチーナ頌』 
第 4 部「タンゴとともに」における倒れこ
む姿 1977年時 






図 25 『ラ・アルヘンチーナ頌』 
座りこむ姿 1994年再演時 
  
図 26 『ラ・アルヘンチーナ頌』 
大野は自身の身体のどこよりもまず初め
に、手を大きく動かしだす 1977年時 









図 28 『舞踏花伝』 ベーコンの表情  
  
図 29 『舞踏花伝』 
腰を曲げ、右手を顔の前に 
図 30 『舞踏花伝』 
足をのばし、上体を起こす 
  
図 31 『舞踏花伝』 
足を引き戻した状態 






図 33 『舞踏花伝』 
手首を回転させつつ、腰、頭上、胸の前で止
める 
図 34 『夏の嵐』より「盆の精霊」 
手のひらを頭の上、胸の前でひるがえす振付 
  
図 35 『楕円幻想』 
手のひらを頭の上、胸の前でひるがえす振
付① 
図 36 『楕円幻想』 
手のひらを頭の上、胸の前でひるがえす振付② 
  
図 37 『楕円幻想』 
手のひらを頭の上、胸の前でひるがえす振
付③ 










[図 1][図 28-図 37] 
和栗由紀夫 DVD-ROM『舞踏花伝』、株式会社ヌーサイト、2006年。 
[図 2] 
Language of Dance center USA HP 
http://www.lodcusa.org/index.php?option=com_content&view=article&id=83&Itemid=90 
(2016年 11月 28日閲覧) 




 [図 10-図 13] 
慶應義塾アート・センター編『土方巽の舞踏―肉体とシュルレアリスム・身体のオントロジ
ー』慶應義塾大学出版会、2003年。 
[図 14-図 18] 
DVD『KAZUO OHNO＆Ｏ氏の肖像』大野一雄舞踏研究所、2004年。 







































































imagining lines(線を想像する) your fingers, a body part rotating inscription(回転描出)
your body, extrimities, your arm,
your leg,
your body, your, hip, your elbows
extrusion(押し出し) your body, body parts more than one limb(複数の手足) one limb, my hip, my wrist
matching(合致) your body shift point of inscription(描出の移動点) lower(upper) part of your body
folding(畳み込み) this section with lines(線を使って)




the body, the elbows, the knees, two
wrists, fingertips, one hand, foot,
the, toe, the heel
arc and axis(弧と軸) my arm, my knee, my head, my
shoulder
dropping points(点を落とす) the body, my head, my hip, knee,
elbow
complex movements(複雑な動き) your whole body internal motivated movement(内的に引き起こされる動き)
u-ing(u-ing) the shoulders, hips, knees
inclination extension(傾斜を伸ばす) your body, my hand, my shoulder u - transfomative operation(uの変形操作) my hips
transporting lines(線を移動する) the body, my body u - approaches(uアプローチ) both shoulders
dropping curves(曲線を落とす) arm u - lines(u-ライン)
parallel shear(平行せん断) the thighs, the forearms, four
different limbs
o-ing(o-ing) your joints, the limbs, the knee
o - transfomative operation(oの変形
操作)
introduction(序論) your body, any limbs
angle and surface(角度と表面) your body, your limb, my arms demonstration(デモンストレーション)
knotting exercise(結び目をつくる) your limbs, your hands, your body,
my hand, my arms
torsions(捻り) your arms, elbow, my head, the
arms, the body
inscription modes(描出の仕方) your body




ション) your body, my legs, back
movement(動き)
back approach(後方のアプローチ) your body,
lower limbs(下肢) the arms, the legs, the body,
lower limbs, upper limbs
from simple to complex(単純から複雑
へ)
room orientation(部屋の編成) my body, your body introduction(序論) one part of your body,
my body, my own foot, my ear
room reorientation(部屋の再編成) any single body part,
my head, my body, my hip
anatomical knowledge(解剖学的な知
識)
floor reorientation(床の再編成) knee, my hands, arms on projected body(身体の投射)
assignment to a line(線への割り付け) soft-body-part exercise(やわらかい身体の部分の練習) my hand, my body
fragmentation(細分化) my foot, my knee, my thigh introduction(序論) two limbs, one limbs
spatial recovery(空間の回復) the body parts with trajectory(軌跡を用いて) my body
reverse temporal order(逆の時間的順
序) in general(一般論)
fat parts of your hands,
the bottom of my body
spatial compression(空間的圧縮) a single body part,
a shoulder, the body
time compression(時間的圧縮) arms




different scales(縮尺を変える) my body
movement isometries(動きのアイソメト
リー) some other part of the body
sensibility(感性) your body




















































u - lines(u-ライン) U-ngでは、一つの点だけを動かすわけではないことが多い。一つの区切り部分があって、それ
をこんな風にU字型に動かせる。例えば、こんな風に。
ＣＧ

















assignment to a line(線への割り付け)
既存の振付を使って、線上の好きな方向へ持っていくことができる。こちら側、あちら側へ向かう
コンビネーションを使って、こちら側、こちらの方へ持ってくる。ターンがない場合も、またはもと
もとターンがあっても、すべて線上に乗せることもできるし、例えば、ターンは全部そのまま変え
ずに入れることもできる。
歩行方法の例
reverse temporal order(逆の時間的
順序)
練習では、空間で動きを回復する時は、もとの方向で動く必要はない。例えば、何かこのように
円を描くように、こちらの方への動きがあったとすると、動きの最後の部分から始めて、逆方向
に戻ってきてもいいはずだ。つまり、時間的な構造を逆転させようというものだ。広げるかわり
に、崩すことによって、それが押さえておくべき第二のレベルだ。
動作逆転の例
amplification(増幅)
これが、増幅だ。とても短い部分を増幅して、こうやって畳んで、開いて、回転したり、伸ばして、
回して、合致させたりする。ここから、ここまで、線から始めて、その点を床に落とす。
動きの組み合
わせの例
adjectival modification(形容詞的修
飾)
形容詞的修飾では、今自分がいる状態、または、既存のコンビネーションに対して、形容詞や、
修飾語を付け、その性質を与える。例えば、ある一つのコンビネーションがあって、その中に跳
躍があった場合、全体に跳躍を入れてやることもできる。
修飾する動き
の例
introduction(序論)
このテクノロジーの中でも最重要なものに、アイソメトリーというものがある。アイソメトリーとは、
フォルムとフォルムとの間の関係である。例えば、これが、アイソメトリーだ。このフォルムと形
を、もとの間隔を保持したままの関係で、変移することだ。
等方向性の例
特筆すべき点
anatomical knowledge(解剖学的な知
識)
解剖学的な部分を逆に描こうという時、表面の曲線を描くこともできるが、もしどのような形かを
知っていれば、骨の形や、他の部分を描くこともできる。知っていれば、どんな軟部組織でもだ。
頭の中で、こんな形をしているはずだ。と描くこともできる。
身体構造の例
on projected body(身体の投射)
身体の柔らかい部分や解剖を描こうとする時、自分に対して、どんな関係でも、想像上の身体
を置くことができる。つまり、私の前に何かの線があるなら、私は描けるし、たぶん、気管支の輪
郭が、描こうとしているものだろう。もちろん、いったん描いてしまえば、次には、それを拡大し
て、他の部分に使うことができる。でも、まず初めは、身体を想像し、まわりのどこでもいいから
逆向きに描いてみよう。
ＣＧ
lines(線)
writing(描く)
reorganizing(再編成)
additions(追加)
表1をもとに、発表者作成。日本語訳については以下を参照とした。
「インプロヴィゼーション・テクノロジーズ　レクチャーブック」[CD-ROM版]『インプロヴィゼーション・テクノロジーズ(Improvisation Technologies)』
慶応義塾大学出版会、2000年、4-5頁。
 105
